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経営の混乱が続く東芝＝東京都港区で2021年4月14

日、小出洋平撮影

　発電施設から半導体まで幅広く手掛け、複合経営を続

けてきた東芝が12日、会社全体を事業別に3分割する方

針を発表した。好調な分野が稼いだ利益を不振事業が食

い潰す構造のままでは、株式市場から低く評価されるとの

不満が大株主にあった。株主総会で承認されれば、1875

年創業の名門企業は事実上“解体”される。

　「東芝は140年以上の長い歴史の中で、時代の変化とと

もに会社の形を変えて進化してきた。今回の戦略的再編

により、インフラサービス、デバイスそれぞれでリーディングカンパニーを目指していく」。綱川智社長は

12日のオンライン記者会見で強調。会社分割が単なる株価向上だけでなく、グループの飛躍を目指す

「最善の道だ」と繰り返した。

　日本初の電信設備メーカーとして設立された東芝。一時は原発建設や鉄道車両から生活家電に至る

まで展開し、日立製作所などと共に「総合電機メーカー」の一角に。経団連会長を輩出し、新日本製鉄

（現・日本製鉄）、トヨタ自動車と並ぶ「経団連の御三家」とも呼ばれ、戦後の産業界をリードした時期も

あった。

　さまざまな事業を抱える複合企業（コングロマリット）は、部門ごとの好不調を補い合うことで収益を安

定させやすい。財務基盤も厚くなり、投資の余力も高まるため、経営の多角化を進めた企業は多い。

　その半面、経営のかじ取りが難しく、投資家も会社の実態が見えにくい。会社全体の価値が各事業

の合計よりも低く評価される「コングロマリット・ディスカウント」と呼ばれる状…
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スタンダードプラン

有料記事が読み放題

6カ月コース

750 月あたり

円
（税込 825円）

長 期 割 引 価 格  4,500円

（税込 4 ,950円）

※6カ月分一括のお支払いとなります

申し込む

12カ月コース

700 月あたり

円
（税込 770円）

長 期 割 引 価 格  8,40 0円

（税込 9 ,240円）

※12カ月分一括のお支払いとなります

申し込む

1カ月更新

980 月額

円
（税込 1 ,078円）

最 初 の 1 カ月  90円

（税込 99円）

申し込む

※1カ月更新の場合
プランは自動更新です。2カ月目以降は通常料金。

おす すめ

その他のプランを見る
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